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協 議 等 の 記 録 

協議名称 広報広聴会議（広聴部会） 
協議場所  第１委員会室 

担当職員  田中 

日 時 令和６年１２月２０日（金曜日） 
 開 議  午後 ３時００分 

 閉 議  午後 ３時２０分 

出席委員   ○松山  山木  林  片山 ＜大塚委員長＞ 

事務局 田中主事 
 

 
協 議 の 結 果 

 

１ 今期の広聴部会について（総括） 

 

 ○今期の広聴活動について、１年間の総括を行った。 

 

―委員感想等― 

＜松山部会長＞ 

・広聴委員のわがまちトークや議場見学会などの準備に当たり、会議等忙しい日 

程の中を縫って準備していただいたことに感謝したい。 

・新型コロナウイルス蔓延前の活動からよい部分を引き継ぎつつ、新たな試みが 

できてきたと感じるので、これまでのことをしっかり次期広聴部会委員に引き 

継いでいきたい。 

＜山木委員＞ 

  ・わがまちトークにはじめて参加したが、普段の活動内ではあまりお話する機会 

がない方々から意見をいただくことができて非常に有意義であった。 

  ・議場見学会については、参加を応募される方がイメージしやすいように、写真 

だけではなく動画でも記録しておいたほうがよいと感じる。委員間でも活動の 

様子を共有しやすいと思うので次回開催時に検討していただきたい。 

  ＜林委員＞ 

  ・広聴部会委員として議会広聴活動に携わり多くの方々から様々な意見を聞くこ 

とができ、自分自身も成長を感じる１年間であった。来年以降もより多くの 

方々から意見をいただけるような取組を実施していただければよいと思う。 

 ＜片山委員＞ 

 ・自分自身議員在職歴が浅く、市民目線に立つと、議会は少しとっつきにくく 

かけ離れたイメージであったので、直接お話しする機会がいただけて新たな発 

見もあり、よい勉強となった。 

・議会からの広報等アプローチの方法が重要であり、今後力を入れていただけれ 

ばと思う。 

＜大塚委員長＞ 
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  ・わがまちトークについては、形式を変更したことで自由に意見を語っていた 

だくことができ、一つの大きな成果であったと考えている。 

  ・議場見学会については、参加された子どもたちにとって楽しんで学んでもらえ 

るよい機会を創出できたと感じた。 

 

２ 申し送り事項について 

 

○次期広聴部会委員への申し送り事項ついて、協議を行った。 

   

―委員意見― 

 ・議場見学会については、活動の様子や雰囲気が分かりやすいように、動画撮影 

を行い、ＱＲコードなどを活用して広報を行っていただければよい。 

  ・開かれた議会として、身近に感じていただける広聴活動を行っていただきたい。 

 

  ※添付資料のとおり次期広聴部会委員へ申し送ることとする。 

 

３ その他 

 

＜今後の日程＞ 

・２月１３日（木） 議会運営委員会・幹事会終了後 



令和６年度広聴部会申し送り事項 

 

 わがまちトークについて 

 今後も自治会及び各種団体を対象に開催する。 

 実施形式は、令和６年度開催時同様の小グループ形式で行い、適宜模造紙

や付箋を用いる。 

 相手方に提案いただいたテーマについて、事前に方向性をすり合わせてお

く。 

 意見交換会への導入として、アイスブレイクの時間を設ける。 

 より話しやすい雰囲気づくりに努める。（飲み物を出すなど） 

 いただいた意見は、各常任委員会に振り分けず、全議員に共有することと

する。また、議会活動として受ける意見のため、議員個々で動いて解決し

にいくことは避ける。 

 各常任委員会からの応援議員については、広報広聴委員のみで対応するか

否か今後の協議の中で検討する。 

 アンケートの内容については、より簡略化し、議会への意見を記入いただ

けるよう改善する。 

Ex) ×「市政の課題で関心のあること」 

 令和６年度に開催した３回のうち、応募により参加されたのは１団体のみ

であったため、自ら手を上げて参加していただけるような仕組みの構築を

図る。 

 その他いただいたアンケートや協議記録などを参考に活動に当たる。 

 

 議場見学会について 

 今後も議場見学会を継続実施する。 

 小学生全学年の児童を対象としていたが、低学年と高学年では、知識量や

行動意識が異なるため、対象者について再考する。 

 議会から乖離せず、小学生にとって馴染みのある事柄を取り入れる。 

 広報の方法について、これまで「市のＬＩＮＥ」「市議会ホームページ」

「市議会だより」を活用してきたが、どなたでも参加したいと思えるよう

な方法を模索する。 

 アンケートを参加者と同伴者で別々の内容とするかどうか協議する。 

 喜んでいただける参加証について考える。 

 活動の様子を記録するにあたり、動画や写真を繋げたショートムービーの

作成など、参加したことのない方々がイメージしやすく参加したいと思え

るような広報及び活動報告をする。 

 その他いただいたアンケートや協議記録などを参考に活動に当たる。 



 その他の広聴活動について 

 必要に応じて、街頭インタビューなどの活動を行い、市民の意見を聴収する

機会を設ける。 

 開かれた議会として、より身近に感じていただけるような取組を検討する。 


